
一
頁

○
文
部
科
学
省
令
第
五
号

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
重
要
文
化
財

保
存
活
用
計
画
等
の
認
定
等
に
関
す
る
省
令
を
定
め
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
四
日

文
部
科
学
大
臣

柴
山

昌
彦

重
要
文
化
財
保
存
活
用
計
画
等
の
認
定
等
に
関
す
る
省
令

目
次第

一
章

重
要
文
化
財
保
存
活
用
計
画
等
の
認
定

第
一
節

重
要
文
化
財
保
存
活
用
計
画
（
第
一
条
―
第
八
条
）

第
二
節

登
録
有
形
文
化
財
保
存
活
用
計
画
（
第
九
条
―
第
十
五
条
）

第
三
節

重
要
無
形
文
化
財
保
存
活
用
計
画
（
第
十
六
条
―
第
十
八
条
）

第
四
節

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
保
存
活
用
計
画
（
第
十
九
条
―
第
二
十
四
条
）

第
五
節

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
保
存
活
用
計
画
（
第
二
十
五
条
―
第
二
十
七
条
）



二
頁

第
六
節

登
録
有
形
民
俗
文
化
財
保
存
活
用
計
画
（
第
二
十
八
条
―
第
三
十
三
条
）

第
七
節

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
活
用
計
画
（
第
三
十
四
条
―
第
三
十
九
条
）

第
八
節

登
録
記
念
物
保
存
活
用
計
画
（
第
四
十
条
―
第
四
十
五
条
）

第
九
節

国
に
関
す
る
特
例
（
第
四
十
六
条
―
第
五
十
二
条
）

第
二
章

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
の
認
定
（
第
五
十
三
条
―
第
五
十
六
条
）

第
三
章

文
化
財
保
存
活
用
支
援
団
体
の
指
定
（
第
五
十
七
条
・
第
五
十
八
条
）

附
則

第
一
章

重
要
文
化
財
保
存
活
用
計
画
等
の
認
定

第
一
節

重
要
文
化
財
保
存
活
用
計
画

（
重
要
文
化
財
保
存
活
用
計
画
の
認
定
の
申
請
）

第
一
条

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
（
法

第
百
七
十
四
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
重
要
文
化
財
（
国
宝
を
含
む
。
以
下
同

じ
。
）
の
保
存
及
び
活
用
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
重
要
文
化
財
保
存
活
用
計
画
」
と
い
う
。
）
の
認
定
の
申
請
を
し
よ
う



三
頁

と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
一
号
に
よ
る
申
請
書
を
文
化
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
、
図
面
及
び
写
真
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

重
要
文
化
財
保
存
活
用
計
画
に
法
第
五
十
三
条
の
二
第
三
項
第
一
号
（
法
第
百
七
十
四
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
第
三
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
て
い
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書

類
、
図
面
及
び
写
真

イ

現
状
変
更
又
は
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
（
以
下
「
現
状
変
更
等
」
と
い
う
。
）
の
設
計
仕
様
書
及
び
設
計
図
又

は
計
画
書

ロ

現
状
変
更
等
を
し
よ
う
と
す
る
箇
所
の
写
真
又
は
見
取
図

ハ

現
状
変
更
等
を
必
要
と
す
る
理
由
を
証
す
る
に
足
り
る
資
料
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
資
料

ニ

申
請
者
が
管
理
団
体
で
あ
る
と
き
は
、
所
有
者
の
承
諾
書

ホ

管
理
責
任
者
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
承
諾
書

二

重
要
文
化
財
保
存
活
用
計
画
に
法
第
五
十
三
条
の
二
第
三
項
第
二
号
（
法
第
百
七
十
四
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
第
三
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
て
い
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書



四
頁

類
、
図
面
及
び
写
真

イ

修
理
の
設
計
仕
様
書
又
は
計
画
書

ロ

修
理
を
し
よ
う
と
す
る
箇
所
の
写
真
又
は
見
取
図

ハ

申
請
者
が
管
理
団
体
で
あ
る
と
き
は
、
所
有
者
及
び
権
原
に
基
づ
く
占
有
者
の
意
見
書

三

重
要
文
化
財
保
存
活
用
計
画
に
法
第
五
十
三
条
の
二
第
三
項
第
三
号
（
法
第
百
七
十
四
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
第
三
条
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
て
い
る
場
合
に
は
、
重
要
文
化
財
（

建
造
物
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
、
第
三
条
第
四
項
、
第
四
条
第
三
項
、
第
五
条
第
一
項
及
び
第
五
項
並
び
に

第
六
条
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
所
有
者
と
寄
託
先
美
術
館
（
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六

号
）
第
七
十
条
の
六
の
七
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
寄
託
先
美
術
館
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
設
置
者
と
の
間
で
締

結
さ
れ
た
当
該
重
要
文
化
財
の
公
開
を
目
的
と
す
る
寄
託
契
約
に
関
す
る
契
約
書
の
写
し

四

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
書
類
、
図
面
又
は
写
真

（
添
付
書
類
等
の
記
載
事
項
等
の
変
更
）

第
二
条

前
条
第
二
項
の
書
類
、
図
面
若
し
く
は
写
真
に
記
載
し
、
又
は
表
示
し
た
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ



五
頁

ら
か
じ
め
、
文
化
庁
長
官
に
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
重
要
文
化
財
保
存
活
用
計
画
の
記
載
事
項
）

第
三
条

法
第
五
十
三
条
の
二
第
二
項
第
四
号
（
法
第
百
七
十
四
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
文

部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

重
要
文
化
財
保
存
活
用
計
画
の
名
称

二

重
要
文
化
財
の
員
数

三

重
要
文
化
財
の
指
定
年
月
日
及
び
指
定
書
の
記
号
番
号

四

重
要
文
化
財
の
所
有
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

五

管
理
責
任
者
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

六

申
請
者
が
管
理
団
体
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
名
称
及
び
事
務
所
の
所
在
地

七

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

２

重
要
文
化
財
保
存
活
用
計
画
に
法
第
五
十
三
条
の
二
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。



六
頁

一

現
状
変
更
等
を
必
要
と
す
る
理
由

二

現
状
変
更
等
の
内
容
及
び
実
施
の
方
法

三

現
状
変
更
等
の
た
め
に
所
在
の
場
所
を
変
更
す
る
と
き
は
、
変
更
後
の
所
在
の
場
所
並
び
に
現
状
変
更
等
の
終
了
後
復

す
べ
き
所
在
の
場
所
及
び
そ
の
時
期

四

現
状
変
更
等
の
着
手
及
び
終
了
の
予
定
時
期

３

重
要
文
化
財
保
存
活
用
計
画
に
法
第
五
十
三
条
の
二
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一

修
理
を
必
要
と
す
る
理
由

二

修
理
の
内
容
及
び
方
法

三

修
理
の
た
め
に
所
在
の
場
所
を
変
更
す
る
と
き
は
、
変
更
後
の
所
在
の
場
所
並
び
に
修
理
の
終
了
後
復
す
べ
き
所
在
の

場
所
及
び
そ
の
時
期

四

修
理
の
着
手
及
び
終
了
の
予
定
時
期

４

重
要
文
化
財
保
存
活
用
計
画
に
法
第
五
十
三
条
の
二
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ



七
頁

る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一

重
要
文
化
財
の
公
開
及
び
保
管
の
計
画
に
関
す
る
事
項

二

重
要
文
化
財
の
公
開
を
目
的
と
す
る
寄
託
契
約
の
契
約
期
間

三

重
要
文
化
財
の
公
開
を
目
的
と
す
る
寄
託
契
約
を
締
結
し
た
寄
託
先
美
術
館
の
設
置
者
の
氏
名
又
は
名
称
並
び
に
当
該

寄
託
先
美
術
館
の
名
称
及
び
所
在
地

（
重
要
文
化
財
保
存
活
用
計
画
の
認
定
の
基
準
）

第
四
条

法
第
五
十
三
条
の
二
第
四
項
第
四
号
（
法
第
五
十
三
条
の
三
第
二
項
（
法
第
百
七
十
四
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
第
百
七
十
四
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

現
状
変
更
等
の
内
容
及
び
実
施
の
方
法
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

二

重
要
文
化
財
の
滅
失
又
は
毀
損
の
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

三

重
要
文
化
財
の
価
値
を
著
し
く
減
じ
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
。

２

法
第
五
十
三
条
の
二
第
四
項
第
五
号
（
法
第
五
十
三
条
の
三
第
二
項
及
び
第
百
七
十
四
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す



八
頁

る
場
合
を
含
む
。
）
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

修
理
の
内
容
及
び
方
法
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

二

重
要
文
化
財
の
滅
失
又
は
毀
損
の
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

三

重
要
文
化
財
の
価
値
を
著
し
く
減
じ
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
。

３

法
第
五
十
三
条
の
二
第
四
項
第
六
号
（
法
第
五
十
三
条
の
三
第
二
項
及
び
第
百
七
十
四
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

寄
託
契
約
に
お
い
て
、
寄
託
先
美
術
館
の
設
置
者
が
寄
託
先
美
術
館
に
お
い
て
寄
託
を
受
け
た
重
要
文
化
財
を
適
切
に

公
開
す
る
旨
の
定
め
が
あ
る
こ
と
。

二

寄
託
契
約
が
五
年
以
上
の
期
間
に
わ
た
っ
て
有
効
で
あ
る
こ
と
。

三

寄
託
契
約
に
お
い
て
、
重
要
文
化
財
の
所
有
者
が
解
約
の
申
入
れ
（
租
税
特
別
措
置
法
第
七
十
条
の
六
の
七
第
三
項
第

七
号
に
定
め
る
登
録
を
取
り
消
さ
れ
た
場
合
若
し
く
は
抹
消
さ
れ
た
場
合
又
は
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
所
有
者

が
行
う
も
の
を
除
く
。
第
十
二
条
第
二
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
の
定
め
が
あ
る
こ
と
。

（
重
要
文
化
財
の
価
格
の
評
価
）



九
頁

第
五
条

文
化
庁
長
官
は
、
認
定
重
要
文
化
財
保
存
活
用
計
画
（
法
第
五
十
三
条
の
二
第
四
項
の
認
定
（
法
第
五
十
三
条
の
三

第
一
項
の
変
更
の
認
定
を
含
む
。
）
を
受
け
た
重
要
文
化
財
保
存
活
用
計
画
を
い
う
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
記
載

さ
れ
た
重
要
文
化
財
に
つ
い
て
相
続
又
は
遺
贈
（
贈
与
者
の
死
亡
に
よ
り
効
力
を
生
ず
る
贈
与
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び

第
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
当
該
重
要
文
化
財
を
取
得

し
た
個
人
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
重
要
文
化
財
の
価
格
の
評
価
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
申
請
は
、
同
項
の
相
続
の
開
始
の
日
の
翌
日
か
ら
八
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
別
記
様
式
第
二
号
に
よ
る
価
格
評

価
申
請
書
を
文
化
庁
長
官
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
価
格
評
価
申
請
書
に
は
、
当
該
申
請
に
係
る
重
要
文
化
財
保
存
活
用
計
画
の
認
定
に
係
る
通
知
の
写
し
及
び
当
該

認
定
重
要
文
化
財
保
存
活
用
計
画
の
写
し
を
添
え
る
も
の
と
す
る
。

４

文
化
庁
長
官
は
、
第
一
項
の
申
請
を
し
た
個
人
に
対
し
、
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
と
認
め
る
書
類
の
提
出

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

文
化
庁
長
官
は
、
第
一
項
の
申
請
を
し
た
個
人
に
対
し
、
当
該
申
請
に
係
る
重
要
文
化
財
の
価
格
の
評
価
の
結
果
を
、
別

記
様
式
第
三
号
の
評
価
価
格
通
知
書
に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。



一
〇
頁

（
認
定
を
受
け
た
重
要
文
化
財
保
存
活
用
計
画
の
軽
微
な
変
更
）

第
六
条

法
第
五
十
三
条
の
三
第
一
項
（
法
第
百
七
十
四
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
文
部
科
学

省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
次
に
掲
げ
る
変
更
以
外
の
変
更
と
す
る
。

一

重
要
文
化
財
の
所
有
者
又
は
所
在
の
場
所
の
変
更
（
所
在
の
場
所
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
法
第
三
十
四
条
本
文
（
法
第

百
七
十
二
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
限

る
。
）

二

計
画
期
間
の
変
更

三

重
要
文
化
財
の
現
状
変
更
等
（
法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
又
は
法
第
百
六
十
八

条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

に
限
る
。
）
に
関
す
る
変
更

四

重
要
文
化
財
の
修
理
（
法
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
又
は
法
第
百
六
十
七
条
第
一
項
（
第
五
号
に

係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
限
る
。
）
に
関
す
る
変
更

五

重
要
文
化
財
の
公
開
を
目
的
と
す
る
寄
託
契
約
に
関
す
る
変
更



一
一
頁

六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
重
要
文
化
財
の
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
変
更

（
現
状
変
更
等
の
許
可
の
特
例
の
際
の
様
式
）

第
七
条

法
第
五
十
三
条
の
四
（
法
第
百
七
十
四
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出

を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
四
号
に
よ
る
届
出
書
を
文
化
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
届
出
書
に
は
、
現
状
変
更
等
の
結
果
を
示
す
写
真
又
は
見
取
図
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
修
理
の
届
出
の
特
例
の
際
の
様
式
）

第
八
条

法
第
五
十
三
条
の
五
（
法
第
百
七
十
四
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出

を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
五
号
に
よ
る
届
出
書
を
文
化
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
届
出
書
に
は
、
修
理
の
結
果
を
示
す
写
真
又
は
見
取
図
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
節

登
録
有
形
文
化
財
保
存
活
用
計
画

（
登
録
有
形
文
化
財
保
存
活
用
計
画
の
認
定
の
申
請
）

第
九
条

法
第
六
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
有
形
文
化
財
の
保
存
及
び
活
用
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
登
録
有

形
文
化
財
保
存
活
用
計
画
」
と
い
う
。
）
の
認
定
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
六
号
に
よ
る
申
請
書
を
文



一
二
頁

化
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
、
図
面
及
び
写
真
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

登
録
有
形
文
化
財
保
存
活
用
計
画
に
法
第
六
十
七
条
の
二
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
て
い
る
場
合
に
は

、
次
に
掲
げ
る
書
類
、
図
面
及
び
写
真

イ

現
状
変
更
の
設
計
仕
様
書
及
び
設
計
図
又
は
計
画
書

ロ

現
状
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
箇
所
の
写
真
又
は
見
取
図

ハ

申
請
者
が
管
理
団
体
で
あ
る
と
き
は
、
所
有
者
の
意
見
書

ニ

管
理
責
任
者
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
意
見
書

二

登
録
有
形
文
化
財
保
存
活
用
計
画
に
法
第
六
十
七
条
の
二
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
て
い
る
場
合
に
は

、
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
、
第
十
一
条
第
三
項
、
第
十
二
条
第
二
項
、
第
十
三

条
第
一
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
十
四
条
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
所
有
者
と
寄
託
先
美
術
館
の
設
置
者
と
の
間
で

締
結
さ
れ
た
当
該
登
録
有
形
文
化
財
の
公
開
を
目
的
と
す
る
寄
託
契
約
に
関
す
る
契
約
書
の
写
し

三

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
書
類
、
図
面
又
は
写
真



一
三
頁

（
添
付
書
類
等
の
記
載
事
項
等
の
変
更
）

第
十
条

前
条
第
二
項
の
書
類
、
図
面
若
し
く
は
写
真
に
記
載
し
、
又
は
表
示
し
た
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
文
化
庁
長
官
に
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
有
形
文
化
財
保
存
活
用
計
画
の
記
載
事
項
）

第
十
一
条

法
第
六
十
七
条
の
二
第
二
項
第
四
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

登
録
有
形
文
化
財
保
存
活
用
計
画
の
名
称

二

登
録
有
形
文
化
財
の
員
数

三

登
録
有
形
文
化
財
の
登
録
年
月
日
及
び
登
録
番
号

四

登
録
有
形
文
化
財
の
所
有
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

五

管
理
責
任
者
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

六

申
請
者
が
管
理
団
体
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
名
称
及
び
事
務
所
の
所
在
地

七

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

２

登
録
有
形
文
化
財
保
存
活
用
計
画
に
法
第
六
十
七
条
の
二
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
場
合
に
は
、
次
に



一
四
頁

掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一

現
状
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由

二

現
状
変
更
の
内
容
及
び
実
施
の
方
法

三

登
録
有
形
文
化
財
が
建
造
物
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
移
築
を
行
う
と
き
は
、
移
築
後
の
所
在
の
場
所

四

登
録
有
形
文
化
財
が
建
造
物
以
外
の
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
現
状
変
更
の
た
め
に
所
在
の
場
所
を
変
更
す
る
と

き
は
、
変
更
後
の
所
在
の
場
所
並
び
に
現
状
変
更
の
終
了
後
復
す
べ
き
所
在
の
場
所
及
び
そ
の
時
期

五

現
状
変
更
の
着
手
及
び
終
了
の
予
定
時
期

３

登
録
有
形
文
化
財
保
存
活
用
計
画
に
法
第
六
十
七
条
の
二
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
場
合
に
は
、
次
に

掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一

登
録
有
形
文
化
財
の
公
開
及
び
保
管
の
計
画
に
関
す
る
事
項

二

登
録
有
形
文
化
財
の
公
開
を
目
的
と
す
る
寄
託
契
約
の
契
約
期
間

三

登
録
有
形
文
化
財
の
公
開
を
目
的
と
す
る
寄
託
契
約
を
締
結
し
た
寄
託
先
美
術
館
の
設
置
者
の
氏
名
又
は
名
称
並
び
に

当
該
寄
託
先
美
術
館
の
名
称
及
び
所
在
地



一
五
頁

（
登
録
有
形
文
化
財
保
存
活
用
計
画
の
認
定
の
基
準
）

第
十
二
条

法
第
六
十
七
条
の
二
第
四
項
第
四
号
（
法
第
六
十
七
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
文

部
科
学
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

現
状
変
更
の
内
容
及
び
実
施
の
方
法
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

二

登
録
有
形
文
化
財
の
滅
失
又
は
毀
損
の
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

三

登
録
有
形
文
化
財
の
価
値
を
著
し
く
減
じ
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
。

２

法
第
六
十
七
条
の
二
第
四
項
第
五
号
（
法
第
六
十
七
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
文
部
科
学

省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

寄
託
契
約
に
お
い
て
、
寄
託
先
美
術
館
の
設
置
者
が
寄
託
先
美
術
館
に
お
い
て
寄
託
を
受
け
た
登
録
有
形
文
化
財
を
適

切
に
公
開
す
る
旨
の
定
め
が
あ
る
こ
と
。

二

寄
託
契
約
が
五
年
以
上
の
期
間
に
わ
た
っ
て
有
効
で
あ
る
こ
と
。

三

寄
託
契
約
に
お
い
て
、
登
録
有
形
文
化
財
の
所
有
者
が
解
約
の
申
入
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
の
定
め
が
あ
る
こ

と
。



一
六
頁

（
登
録
有
形
文
化
財
の
価
格
の
評
価
）

第
十
三
条

文
化
庁
長
官
は
、
認
定
登
録
有
形
文
化
財
保
存
活
用
計
画
（
法
第
六
十
七
条
の
二
第
四
項
の
認
定
（
法
第
六
十
七

条
の
三
第
一
項
の
変
更
の
認
定
を
含
む
。
）
を
受
け
た
登
録
有
形
文
化
財
保
存
活
用
計
画
を
い
う
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ

。
）
に
記
載
さ
れ
た
登
録
有
形
文
化
財
に
つ
い
て
相
続
又
は
遺
贈
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り

当
該
登
録
有
形
文
化
財
を
取
得
し
た
個
人
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
登
録
有
形
文
化
財
の
価
格
の
評
価
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
申
請
は
、
同
項
の
相
続
の
開
始
の
日
の
翌
日
か
ら
八
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
別
記
様
式
第
七
号
に
よ
る
価
格
評

価
申
請
書
を
文
化
庁
長
官
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
価
格
評
価
申
請
書
に
は
、
当
該
申
請
に
係
る
登
録
有
形
文
化
財
保
存
活
用
計
画
の
認
定
に
係
る
通
知
の
写
し
及
び

当
該
認
定
登
録
有
形
文
化
財
保
存
活
用
計
画
の
写
し
を
添
え
る
も
の
と
す
る
。

４

文
化
庁
長
官
は
、
第
一
項
の
申
請
を
し
た
個
人
に
対
し
、
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
と
認
め
る
書
類
の
提
出

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

文
化
庁
長
官
は
、
第
一
項
の
申
請
を
し
た
個
人
に
対
し
、
当
該
申
請
に
係
る
登
録
有
形
文
化
財
の
価
格
の
評
価
の
結
果
を



一
七
頁

、
別
記
様
式
第
八
号
の
評
価
価
格
通
知
書
に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
認
定
を
受
け
た
登
録
有
形
文
化
財
保
存
活
用
計
画
の
軽
微
な
変
更
）

第
十
四
条

法
第
六
十
七
条
の
三
第
一
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
次
に
掲
げ
る
変
更
以
外
の
変
更
と
す

る
。

一

登
録
有
形
文
化
財
の
所
在
の
場
所
の
変
更
（
法
第
六
十
二
条
本
文
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
に
限
る
。
）

二

計
画
期
間
の
変
更

三

登
録
有
形
文
化
財
の
現
状
変
更
（
法
第
六
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
又
は
法
第
百
七
十
九
条
第
一
項
（
第
五

号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
限
る
。
）
に
関

す
る
変
更

四

登
録
有
形
文
化
財
の
公
開
を
目
的
と
す
る
寄
託
契
約
に
関
す
る
変
更

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
登
録
有
形
文
化
財
の
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
変
更

（
現
状
変
更
の
届
出
の
特
例
の
際
の
様
式
）



一
八
頁

第
十
五
条

法
第
六
十
七
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
九
号
に
よ
る
届
出
書
を
文
化
庁

長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
節

重
要
無
形
文
化
財
保
存
活
用
計
画

（
重
要
無
形
文
化
財
保
存
活
用
計
画
の
認
定
の
申
請
）

第
十
六
条

法
第
七
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
重
要
無
形
文
化
財
の
保
存
及
び
活
用
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
重
要

無
形
文
化
財
保
存
活
用
計
画
」
と
い
う
。
）
の
認
定
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
十
号
に
よ
る
申
請
書
を

文
化
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
重
要
無
形
文
化
財
保
存
活
用
計
画
の
記
載
事
項
）

第
十
七
条

法
第
七
十
六
条
の
二
第
二
項
第
四
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

重
要
無
形
文
化
財
保
存
活
用
計
画
の
名
称

二

重
要
無
形
文
化
財
の
指
定
年
月
日

三

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
認
定
を
受
け
た
重
要
無
形
文
化
財
保
存
活
用
計
画
の
軽
微
な
変
更
）



一
九
頁

第
十
八
条

法
第
七
十
六
条
の
三
第
一
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
次
に
掲
げ
る
変
更
以
外
の
変
更
と
す

る
。

一

計
画
期
間
の
変
更

二

重
要
無
形
文
化
財
の
保
持
者
に
つ
い
て
、
そ
の
保
持
す
る
重
要
無
形
文
化
財
の
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
心
身
の
故
障
が

生
じ
た
こ
と
又
は
死
亡
し
た
こ
と
に
伴
う
変
更

三

重
要
無
形
文
化
財
の
保
持
団
体
が
解
散
（
消
滅
を
含
む
。
）
し
た
こ
と
に
伴
う
変
更

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
重
要
無
形
文
化
財
の
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
変
更

第
四
節

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
保
存
活
用
計
画

（
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
保
存
活
用
計
画
の
認
定
の
申
請
）

第
十
九
条

法
第
八
十
五
条
の
二
第
一
項
（
法
第
百
七
十
四
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

よ
る
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
及
び
活
用
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
保
存
活
用
計
画
」
と
い
う

。
）
の
認
定
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
十
一
号
に
よ
る
申
請
書
を
文
化
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。



二
〇
頁

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
、
図
面
及
び
写
真
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
保
存
活
用
計
画
に
法
第
八
十
五
条
の
二
第
三
項
（
法
第
百
七
十
四
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
て
い
る
場
合
に
は
、
次
に

掲
げ
る
書
類
、
図
面
及
び
写
真

イ

現
状
変
更
等
の
設
計
仕
様
書
、
設
計
図
又
は
計
画
書

ロ

現
状
変
更
等
を
し
よ
う
と
す
る
箇
所
の
写
真
又
は
見
取
図

ハ

現
状
変
更
等
を
必
要
と
す
る
理
由
を
証
す
る
に
足
り
る
資
料
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
資
料

ニ

申
請
者
が
管
理
団
体
で
あ
る
と
き
は
、
所
有
者
の
意
見
書

ホ

管
理
責
任
者
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
意
見
書

二

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
書
類
、
図
面
又
は
写
真

（
添
付
書
類
等
の
記
載
事
項
等
の
変
更
）

第
二
十
条

前
条
第
二
項
の
書
類
、
図
面
若
し
く
は
写
真
に
記
載
し
、
又
は
表
示
し
た
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

あ
ら
か
じ
め
、
文
化
庁
長
官
に
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



二
一
頁

（
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
保
存
活
用
計
画
の
記
載
事
項
）

第
二
十
一
条

法
第
八
十
五
条
の
二
第
二
項
第
四
号
（
法
第
百
七
十
四
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
保
存
活
用
計
画
の
名
称

二

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
員
数

三

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
年
月
日
及
び
指
定
書
の
番
号

四

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
所
有
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

五

管
理
責
任
者
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

六

申
請
者
が
管
理
団
体
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
名
称
及
び
事
務
所
の
所
在
地

七

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

２

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
保
存
活
用
計
画
に
法
第
八
十
五
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
す
る
場
合
に
は
、
次
に

掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一

現
状
変
更
等
を
必
要
と
す
る
理
由



二
二
頁

二

現
状
変
更
等
の
内
容
及
び
実
施
の
方
法

三

現
状
変
更
等
の
た
め
に
所
在
の
場
所
を
変
更
す
る
と
き
は
、
変
更
後
の
所
在
の
場
所
並
び
に
現
状
変
更
等
の
終
了
後
復

す
べ
き
所
在
の
場
所
及
び
そ
の
時
期

四

現
状
変
更
等
の
着
手
及
び
終
了
の
予
定
時
期

（
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
保
存
活
用
計
画
の
認
定
の
基
準
）

第
二
十
二
条

法
第
八
十
五
条
の
二
第
四
項
第
四
号
（
法
第
八
十
五
条
の
四
（
法
第
百
七
十
四
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
第
二
十
四
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
五
十
三
条
の
三
第
二
項
及
び

第
百
七
十
四
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

一

現
状
変
更
等
の
内
容
及
び
実
施
の
方
法
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

二

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
滅
失
又
は
毀
損
の
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

三

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
価
値
を
著
し
く
減
じ
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
。

（
現
状
変
更
等
の
届
出
の
特
例
の
際
の
様
式
）



二
三
頁

第
二
十
三
条

法
第
八
十
五
条
の
三
（
法
第
百
七
十
四
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る

届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
十
二
号
に
よ
る
届
出
書
を
文
化
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
認
定
を
受
け
た
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
保
存
活
用
計
画
の
軽
微
な
変
更
）

第
二
十
四
条

法
第
八
十
五
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
三
条
の
三
第
一
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変

更
は
、
次
に
掲
げ
る
変
更
以
外
の
変
更
と
す
る
。

一

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
所
有
者
又
は
所
在
の
場
所
の
変
更
（
所
在
の
場
所
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
法
第
八
十
条
及
び

第
百
七
十
二
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
本
文
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

に
限
る
。
）

二

計
画
期
間
の
変
更

三

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
現
状
変
更
等
（
法
第
八
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
又
は
法
第
百
六
十
七
条
第
一
項

（
第
六
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
限
る
。
）
に
関
す
る
変
更

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
変
更

第
五
節

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
保
存
活
用
計
画



二
四
頁

（
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
保
存
活
用
計
画
の
認
定
の
申
請
）

第
二
十
五
条

法
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
及
び
活
用
に
関
す
る
計
画
（
以
下

「
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
保
存
活
用
計
画
」
と
い
う
。
）
の
認
定
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
十
三
号
に

よ
る
申
請
書
を
文
化
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
保
存
活
用
計
画
の
記
載
事
項
）

第
二
十
六
条

法
第
八
十
九
条
の
二
第
二
項
第
四
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
保
存
活
用
計
画
の
名
称

二

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
年
月
日

三

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
係
る
法
第
八
十
七
条
第
一
項
の
保
存
地
方
公
共
団
体
等
の
名
称

四

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
認
定
を
受
け
た
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
保
存
活
用
計
画
の
軽
微
な
変
更
）

第
二
十
七
条

法
第
八
十
九
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
六
条
の
三
第
一
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変

更
は
、
次
に
掲
げ
る
変
更
以
外
の
変
更
と
す
る
。



二
五
頁

一

計
画
期
間
の
変
更

二

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
係
る
法
第
八
十
七
条
第
一
項
の
保
存
に
当
た
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
者
の
解
散
（
消

滅
を
含
む
。
）
に
伴
う
変
更

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
変
更

第
六
節

登
録
有
形
民
俗
文
化
財
保
存
活
用
計
画

（
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
保
存
活
用
計
画
の
認
定
の
申
請
）

第
二
十
八
条

法
第
九
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
及
び
活
用
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「

登
録
有
形
民
俗
文
化
財
保
存
活
用
計
画
」
と
い
う
。
）
の
認
定
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
十
四
号
に
よ

る
申
請
書
を
文
化
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
、
図
面
及
び
写
真
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

登
録
有
形
民
俗
文
化
財
保
存
活
用
計
画
に
法
第
九
十
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
て
い
る
場
合
に
は
、

次
に
掲
げ
る
書
類
、
図
面
及
び
写
真

イ

現
状
変
更
の
設
計
仕
様
書
、
設
計
図
又
は
計
画
書



二
六
頁

ロ

現
状
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
箇
所
の
写
真
又
は
見
取
図

ハ

申
請
者
が
管
理
団
体
で
あ
る
と
き
は
、
所
有
者
の
意
見
書

ニ

管
理
責
任
者
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
意
見
書

二

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
書
類
、
図
面
又
は
写
真

（
添
付
書
類
等
の
記
載
事
項
等
の
変
更
）

第
二
十
九
条

前
条
第
二
項
の
書
類
、
図
面
若
し
く
は
写
真
に
記
載
し
、
又
は
表
示
し
た
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は

、
あ
ら
か
じ
め
、
文
化
庁
長
官
に
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
保
存
活
用
計
画
の
記
載
事
項
）

第
三
十
条

法
第
九
十
条
の
二
第
二
項
第
四
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

登
録
有
形
民
俗
文
化
財
保
存
活
用
計
画
の
名
称

二

登
録
有
形
民
俗
文
化
財
の
員
数

三

登
録
有
形
民
俗
文
化
財
の
登
録
年
月
日
及
び
登
録
番
号

四

登
録
有
形
民
俗
文
化
財
の
所
有
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所



二
七
頁

五

管
理
責
任
者
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

六

申
請
者
が
管
理
団
体
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
名
称
及
び
事
務
所
の
所
在
地

七

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

２

登
録
有
形
民
俗
文
化
財
保
存
活
用
計
画
に
法
第
九
十
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一

現
状
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由

二

現
状
変
更
の
内
容
及
び
実
施
の
方
法

三

現
状
変
更
の
た
め
に
所
在
の
場
所
を
変
更
す
る
と
き
は
、
変
更
後
の
所
在
の
場
所
並
び
に
現
状
変
更
の
終
了
後
復
す
べ

き
所
在
の
場
所
及
び
そ
の
時
期

四

現
状
変
更
の
着
手
及
び
終
了
の
予
定
時
期

（
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
保
存
活
用
計
画
の
認
定
の
基
準
）

第
三
十
一
条

法
第
九
十
条
の
二
第
四
項
第
四
号
（
法
第
九
十
条
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
六
十
七
条
の
三

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。



二
八
頁

一

現
状
変
更
の
内
容
及
び
実
施
の
方
法
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

二

登
録
有
形
民
俗
文
化
財
の
滅
失
又
は
毀
損
の
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

三

登
録
有
形
民
俗
文
化
財
の
価
値
を
著
し
く
減
じ
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
。

（
現
状
変
更
の
届
出
の
特
例
の
際
の
様
式
）

第
三
十
二
条

法
第
九
十
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
十
五
号
に
よ
る
届
出
書
を
文
化

庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
認
定
を
受
け
た
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
保
存
活
用
計
画
の
軽
微
な
変
更
）

第
三
十
三
条

法
第
九
十
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
十
七
条
の
三
第
一
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更

は
、
次
に
掲
げ
る
変
更
以
外
の
変
更
と
す
る
。

一

登
録
有
形
民
俗
文
化
財
の
所
在
の
場
所
の
変
更
（
法
第
九
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
十
二
条
本
文
の
規

定
に
よ
る
届
出
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
限
る
。
）

二

計
画
期
間
の
変
更

三

登
録
有
形
民
俗
文
化
財
の
現
状
変
更
（
法
第
九
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ



二
九
頁

る
届
出
又
は
法
第
百
七
十
九
条
第
一
項
（
第
五
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
限
る
。
）
に
関
す
る
変
更

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
変
更

第
七
節

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
活
用
計
画

（
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
活
用
計
画
の
認
定
の
申
請
）

第
三
十
四
条

法
第
百
二
十
九
条
の
二
第
一
項
（
法
第
百
七
十
四
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

定
に
よ
る
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
（
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
保
存
及
び
活
用
に
関
す
る
計

画
（
以
下
「
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
活
用
計
画
」
と
い
う
。
）
の
認
定
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第

十
六
号
に
よ
る
申
請
書
を
文
化
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
、
図
面
及
び
写
真
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
活
用
計
画
に
法
第
百
二
十
九
条
の
二
第
三
項
（
法
第
百
七
十
四
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
三
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
て
い
る
場
合
に
は
、
次

に
掲
げ
る
書
類
、
図
面
及
び
写
真



三
〇
頁

イ

現
状
変
更
等
の
設
計
仕
様
書
及
び
設
計
図
又
は
計
画
書

ロ

現
状
変
更
等
を
必
要
と
す
る
理
由
を
証
す
る
に
足
り
る
資
料
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
資
料

ハ

申
請
者
が
管
理
団
体
で
あ
る
と
き
は
、
現
状
変
更
等
に
係
る
工
事
そ
の
他
の
行
為
が
行
わ
れ
る
土
地
の
所
有
者
の
承

諾
書

ニ

申
請
者
が
権
原
に
基
づ
く
占
有
者
（
現
状
変
更
等
に
係
る
工
事
そ
の
他
の
行
為
が
行
わ
れ
る
土
地
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
以
外
の
者
で
あ
る
と
き
は
、
権
原
に
基
づ
く
占
有
者
の
承
諾
書

ホ

管
理
団
体
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
申
請
者
が
所
有
者
で
あ
る
と
き
は
、
管
理
団
体
の
意
見
書

ヘ

管
理
責
任
者
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
意
見
書

二

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
書
類
、
図
面
又
は
写
真

（
添
付
書
類
等
の
記
載
事
項
等
の
変
更
）

第
三
十
五
条

前
条
第
二
項
の
書
類
、
図
面
若
し
く
は
写
真
に
記
載
し
、
又
は
表
示
し
た
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は

、
あ
ら
か
じ
め
、
文
化
庁
長
官
に
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
活
用
計
画
の
記
載
事
項
）



三
一
頁

第
三
十
六
条

法
第
百
二
十
九
条
の
二
第
二
項
第
四
号
（
法
第
百
七
十
四
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
活
用
計
画
の
名
称

二

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
指
定
年
月
日

三

管
理
団
体
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
名
称
及
び
事
務
所
の
所
在
地

四

管
理
責
任
者
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

五

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

２

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
活
用
計
画
に
法
第
百
二
十
九
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
す
る
場
合
に
は
、
次

に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
現
状
変
更
等
に
係
る
基
準
（
申
請
者
が
定
め
る
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
適
切
な
保
存
の
た

め
に
必
要
な
現
状
変
更
等
の
行
為
者
、
態
様
、
頻
度
、
規
模
、
区
域
、
期
間
そ
の
他
の
現
状
変
更
等
の
内
容
及
び
実
施
の

方
法
に
関
す
る
基
準
を
い
う
。
次
条
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

二

現
状
変
更
等
を
必
要
と
す
る
理
由



三
二
頁

三

現
状
変
更
等
の
内
容
及
び
実
施
の
方
法

四

現
状
変
更
等
に
よ
り
生
ず
る
物
件
の
滅
失
又
は
毀
損
、
景
観
の
変
化
そ
の
他
現
状
変
更
等
が
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に

及
ぼ
す
影
響
に
関
す
る
事
項

（
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
活
用
計
画
の
認
定
の
基
準
）

第
三
十
七
条

法
第
百
二
十
九
条
の
二
第
四
項
第
四
号
（
法
第
百
二
十
九
条
の
三
第
二
項
（
法
第
百
七
十
四
条
の
二
第
一
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
百
七
十
四
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
文
部
科
学

省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
現
状
変
更
等
に
係
る
基
準
が
明
確
で
あ
る
こ
と
。

二

現
状
変
更
等
の
内
容
及
び
実
施
の
方
法
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

三

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
滅
失
、
毀
損
又
は
衰
亡
が
著
し
い
も
の
と
な
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

四

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
価
値
を
著
し
く
減
じ
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
。

五

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
（
動
物
（
生
息
地
、
繁
殖
地
及
び
渡
来
地
を
含
む
。
）
及
び
植
物
（
自
生
地
を
含
む
。
）
に
限

る
。
）
の
生
息
環
境
又
は
生
態
系
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
（
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
。



三
三
頁

（
認
定
を
受
け
た
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
活
用
計
画
の
軽
微
な
変
更
）

第
三
十
八
条

法
第
百
二
十
九
条
の
三
第
一
項
（
法
第
百
七
十
四
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
文

部
科
学
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
次
に
掲
げ
る
変
更
以
外
の
変
更
と
す
る
。

一

計
画
期
間
の
変
更

二

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
現
状
変
更
等
（
法
第
百
二
十
五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
又
は
法

第
百
六
十
八
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
を
求
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
に
限
る
。
）
に
関
す
る
変
更

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
変
更

（
現
状
変
更
等
の
許
可
の
特
例
の
際
の
様
式
）

第
三
十
九
条

法
第
百
二
十
九
条
の
四
（
法
第
百
七
十
四
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
十
七
号
に
よ
る
届
出
書
を
文
化
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
届
出
書
に
は
、
現
状
変
更
等
の
結
果
を
示
す
写
真
又
は
見
取
図
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
節

登
録
記
念
物
保
存
活
用
計
画



三
四
頁

（
登
録
記
念
物
保
存
活
用
計
画
の
認
定
の
申
請
）

第
四
十
条

法
第
百
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
記
念
物
の
保
存
及
び
活
用
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
登
録
記

念
物
保
存
活
用
計
画
」
と
い
う
。
）
の
認
定
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
十
八
号
に
よ
る
申
請
書
を
文
化

庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
、
図
面
及
び
写
真
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

登
録
記
念
物
保
存
活
用
計
画
に
法
第
百
三
十
三
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
て
い
る
場
合
に
は
、
次
に

掲
げ
る
書
類
、
図
面
及
び
写
真

イ

現
状
変
更
の
設
計
仕
様
書
及
び
設
計
図
又
は
計
画
書

ロ

申
請
者
が
管
理
団
体
で
あ
る
と
き
は
、
現
状
変
更
に
係
る
工
事
そ
の
他
の
行
為
が
行
わ
れ
る
土
地
の
所
有
者
の
意
見

書
ハ

申
請
者
が
権
原
に
基
づ
く
占
有
者
（
現
状
変
更
に
係
る
工
事
そ
の
他
の
行
為
が
行
わ
れ
る
土
地
に
係
る
も
の
に
限
る

。
）
以
外
の
者
で
あ
る
と
き
は
、
権
原
に
基
づ
く
占
有
者
の
意
見
書

ニ

管
理
団
体
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
申
請
者
が
所
有
者
で
あ
る
と
き
は
、
管
理
団
体
の
意
見
書



三
五
頁

ホ

管
理
責
任
者
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
意
見
書

二

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
書
類
、
図
面
又
は
写
真

（
添
付
書
類
等
の
記
載
事
項
等
の
変
更
）

第
四
十
一
条

前
条
第
二
項
の
書
類
、
図
面
若
し
く
は
写
真
に
記
載
し
、
又
は
表
示
し
た
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は

、
あ
ら
か
じ
め
、
文
化
庁
長
官
に
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
記
念
物
保
存
活
用
計
画
の
記
載
事
項
）

第
四
十
二
条

法
第
百
三
十
三
条
の
二
第
二
項
第
四
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

登
録
記
念
物
保
存
活
用
計
画
の
名
称

二

登
録
記
念
物
の
登
録
年
月
日

三

管
理
団
体
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
名
称
及
び
事
務
所
の
所
在
地

四

管
理
責
任
者
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

五

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

２

登
録
記
念
物
保
存
活
用
計
画
に
法
第
百
三
十
三
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る



三
六
頁

事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一

現
状
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由

二

現
状
変
更
の
内
容
及
び
実
施
の
方
法

三

現
状
変
更
に
よ
り
生
ず
る
物
件
の
滅
失
又
は
毀
損
、
景
観
の
変
化
そ
の
他
現
状
変
更
が
登
録
記
念
物
に
及
ぼ
す
影
響
に

関
す
る
事
項

（
登
録
記
念
物
保
存
活
用
計
画
の
認
定
の
基
準
）

第
四
十
三
条

法
第
百
三
十
三
条
の
二
第
四
項
第
四
号
（
法
第
百
三
十
三
条
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
六
十

七
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

現
状
変
更
の
内
容
及
び
実
施
の
方
法
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

二

登
録
記
念
物
の
滅
失
、
毀
損
又
は
衰
亡
が
著
し
い
も
の
と
な
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

三

登
録
記
念
物
の
価
値
を
著
し
く
減
じ
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
。

四

登
録
記
念
物
（
動
物
（
生
息
地
、
繁
殖
地
及
び
渡
来
地
を
含
む
。
）
及
び
植
物
（
自
生
地
を
含
む
。
）
に
限
る
。
）
の

生
息
環
境
又
は
生
態
系
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
（
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
。



三
七
頁

（
現
状
変
更
の
届
出
の
特
例
の
際
の
様
式
）

第
四
十
四
条

法
第
百
三
十
三
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
十
九
号
に
よ
る
届
出
書
を

文
化
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
認
定
を
受
け
た
登
録
記
念
物
保
存
活
用
計
画
の
軽
微
な
変
更
）

第
四
十
五
条

法
第
百
三
十
三
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
十
七
条
の
三
第
一
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
軽
微
な

変
更
は
、
次
に
掲
げ
る
変
更
以
外
の
変
更
と
す
る
。

一

計
画
期
間
の
変
更

二

登
録
記
念
物
の
現
状
変
更
（
法
第
百
三
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
又
は

法
第
百
七
十
九
条
第
一
項
（
第
五
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
に
限
る
。
）
に
関
す
る
変
更

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
登
録
記
念
物
の
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
変
更

第
九
節

国
に
関
す
る
特
例

（
重
要
文
化
財
保
存
活
用
計
画
等
の
同
意
の
求
め
）
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第
四
十
六
条

法
第
百
七
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
重
要
文
化
財
保
存
活
用
計
画
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
保
存
活
用

計
画
又
は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
活
用
計
画
の
同
意
の
求
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
条
か
ら
第
三
条
ま
で
の
規
定
、
第

十
九
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で
の
規
定
又
は
第
三
十
四
条
か
ら
第
三
十
六
条
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
文
化
庁
長
官
」
と
あ
る
の
は
「
文
部
科
学
大
臣
を
通
じ
文
化
庁
長
官
」
と
、
第
一
条
第
一
項
中
「

別
記
様
式
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
二
十
号
」
と
、
第
十
九
条
第
一
項
中
「
別
記
様
式
第
十
一
号
」
と
あ
る
の

は
「
別
記
様
式
第
二
十
一
号
」
と
、
第
三
十
四
条
第
一
項
中
「
別
記
様
式
第
十
六
号
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
二
十
二

号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
同
意
を
得
た
重
要
文
化
財
保
存
活
用
計
画
等
の
軽
微
な
変
更
）

第
四
十
七
条

法
第
百
七
十
条
の
二
第
二
項
の
同
意
を
得
た
重
要
文
化
財
保
存
活
用
計
画
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
保
存
活
用

計
画
又
は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
活
用
計
画
の
法
第
百
七
十
条
の
三
第
一
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
六
条
、
第
二
十
四
条
又
は
第
三
十
八
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
現
状
変
更
等
の
通
知
等
の
特
例
の
際
の
様
式
）

第
四
十
八
条

法
第
百
七
十
条
の
二
第
二
項
の
同
意
（
法
第
百
七
十
条
の
三
第
一
項
の
変
更
の
同
意
を
含
む
。
）
を
得
た
重
要



三
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頁

文
化
財
保
存
活
用
計
画
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
保
存
活
用
計
画
又
は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
活
用
計
画
に
記
載
さ
れ

た
現
状
変
更
等
が
終
了
し
た
と
き
の
法
第
百
七
十
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
七
条
、
第
二
十

三
条
又
は
第
三
十
九
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
文
化
庁
長
官
」
と
あ
る
の
は
「

文
部
科
学
大
臣
を
通
じ
文
化
庁
長
官
」
と
、
第
七
条
第
一
項
中
「
別
記
様
式
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
二
十
三

号
」
と
、
第
二
十
三
条
中
「
別
記
様
式
第
十
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
二
十
四
号
」
と
、
第
三
十
九
条
第
一
項
中

「
別
記
様
式
第
十
七
号
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
二
十
五
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
修
理
の
通
知
の
特
例
の
際
の
様
式
）

第
四
十
九
条

法
第
百
七
十
条
の
五
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
つ
い
て
は
、
第
八
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

、
同
条
第
一
項
中
「
別
記
様
式
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
二
十
六
号
」
と
、
「
文
化
庁
長
官
」
と
あ
る
の
は
「

文
部
科
学
大
臣
を
通
じ
文
化
庁
長
官
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
登
録
有
形
文
化
財
保
存
活
用
計
画
等
の
同
意
の
求
め
）

第
五
十
条

法
第
百
七
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
有
形
文
化
財
保
存
活
用
計
画
、
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
保
存

活
用
計
画
又
は
登
録
記
念
物
保
存
活
用
計
画
の
同
意
の
求
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
九
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
の
規
定
、
第
二
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十
八
条
か
ら
第
三
十
条
ま
で
の
規
定
又
は
第
四
十
条
か
ら
第
四
十
二
条
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
の
規
定
中
「
文
化
庁
長
官
」
と
あ
る
の
は
「
文
部
科
学
大
臣
を
通
じ
文
化
庁
長
官
」
と
、
第
九
条
第
一
項
中
「
別
記

様
式
第
六
号
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
二
十
七
号
」
と
、
第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
別
記
様
式
第
十
四
号
」
と
あ
る
の

は
「
別
記
様
式
第
二
十
八
号
」
と
、
第
四
十
条
第
一
項
中
「
別
記
様
式
第
十
八
号
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
二
十
九
号

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
同
意
を
得
た
登
録
有
形
文
化
財
保
存
活
用
計
画
等
の
軽
微
な
変
更
）

第
五
十
一
条

法
第
百
七
十
九
条
の
二
第
二
項
の
同
意
を
得
た
登
録
有
形
文
化
財
保
存
活
用
計
画
、
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
保

存
活
用
計
画
又
は
登
録
記
念
物
保
存
活
用
計
画
の
法
第
百
七
十
九
条
の
三
第
一
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
十
四
条
、
第
三
十
三
条
又
は
第
四
十
五
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
現
状
変
更
の
通
知
の
特
例
の
際
の
様
式
）

第
五
十
二
条

法
第
百
七
十
九
条
の
二
第
二
項
の
同
意
（
法
第
百
七
十
九
条
の
三
第
一
項
の
変
更
の
同
意
を
含
む
。
）
を
得
た

登
録
有
形
文
化
財
保
存
活
用
計
画
、
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
保
存
活
用
計
画
又
は
登
録
記
念
物
保
存
活
用
計
画
に
記
載
さ
れ

た
現
状
変
更
が
終
了
し
た
と
き
の
法
第
百
七
十
九
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
十
五
条
、
第
三



四
一
頁

十
二
条
又
は
第
四
十
四
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
文
化
庁
長
官
」
と
あ
る
の
は

「
文
部
科
学
大
臣
を
通
じ
文
化
庁
長
官
」
と
、
第
十
五
条
中
「
別
記
様
式
第
九
号
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
三
十
号
」

と
、
第
三
十
二
条
中
「
別
記
様
式
第
十
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
三
十
一
号
」
と
、
第
四
十
四
条
中
「
別
記
様
式

第
十
九
号
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
三
十
二
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
章

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
の
認
定

（
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
の
認
定
の
申
請
）

第
五
十
三
条

法
第
百
八
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
町
村
の
区
域
に
お
け
る

文
化
財
の
保
存
及
び
活
用
に
関
す
る
総
合
的
な
計
画
（
以
下
「
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
」
と
い
う
。
）
の
認
定
の
申
請

を
し
よ
う
と
す
る
市
町
村
の
教
育
委
員
会
（
当
該
市
町
村
が
法
第
五
十
三
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
地
方
公
共
団
体

（
第
五
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
単
に
「
特
定
地
方
公
共
団
体
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
市
町
村
の

長
。
次
項
及
び
次
条
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
別
記
様
式
第
三
十
三
号
に
よ
る
申
請
書
を
文
化
庁
長
官
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
の
実
施
に
当
た
り
法
第
百
八
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
市
町
村
の
教
育
委
員
会
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が
行
う
こ
と
と
す
る
事
務
が
あ
る
場
合
に
は
、
前
項
の
申
請
書
に
は
、
当
該
事
務
の
実
施
体
制
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
の
記
載
事
項
）

第
五
十
四
条

法
第
百
八
十
三
条
の
三
第
二
項
第
五
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
の
名
称

二

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
に
係
る
事
務
の
実
施
体
制

三

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
の
実
施
に
当
た
り
法
第
百
八
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
市
町
村
の
教
育
委
員

会
が
行
う
こ
と
と
す
る
事
務
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
事
務
の
内
容

四

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
認
定
を
受
け
た
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
の
軽
微
な
変
更
）

第
五
十
五
条

法
第
百
八
十
三
条
の
四
第
一
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
次
に
掲
げ
る
変
更
以
外
の
変
更

と
す
る
。

一

計
画
期
間
の
変
更
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二

市
町
村
の
区
域
内
に
存
す
る
文
化
財
の
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
変
更

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
の
実
施
に
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
変
更

（
文
化
財
の
登
録
の
提
案
）

第
五
十
六
条

法
第
百
八
十
三
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
文
化
財
の
登
録
の
提
案
を
行
お
う
と
す
る
認
定
市
町
村
（
法
第

百
八
十
三
条
の
三
第
五
項
の
認
定
を
受
け
た
市
町
村
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
五
十
八
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
教
育

委
員
会
（
当
該
認
定
市
町
村
が
特
定
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
定
市
町
村
の
長
。
第
五
十
八
条
に

お
い
て
同
じ
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
提
案
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

提
案
に
係
る
文
化
財
の
名
称

二

提
案
に
係
る
文
化
財
が
有
形
文
化
財
又
は
有
形
の
民
俗
文
化
財
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
員
数

三

提
案
に
係
る
文
化
財
の
所
在
の
場
所
又
は
所
在
地

四

提
案
に
係
る
文
化
財
の
所
有
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

五

提
案
に
係
る
文
化
財
が
建
造
物
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
構
造
、
形
式
及
び
大
き
さ
並
び
に
建
設
の
年
代
又
は
時
代

六

提
案
に
係
る
文
化
財
が
建
造
物
以
外
の
有
形
文
化
財
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
寸
法
、
重
量
、
材
質
そ
の
他
の
特
徴
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七

提
案
の
理
由

八

提
案
に
係
る
文
化
財
が
該
当
す
る
と
思
料
す
る
登
録
有
形
文
化
財
登
録
基
準
（
平
成
十
七
年
文
部
科
学
省
告
示
第
四
十

四
号
）
、
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
登
録
基
準
（
平
成
十
七
年
文
部
科
学
省
告
示
第
四
十
五
号
）
又
は
登
録
記
念
物
登
録
基

準
（
平
成
十
七
年
文
部
科
学
省
告
示
第
四
十
六
号
）
に
規
定
す
る
登
録
基
準
並
び
に
当
該
登
録
基
準
に
該
当
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
示
す
当
該
文
化
財
の
特
徴
及
び
評
価

九

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

２

前
項
の
提
案
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
、
図
面
及
び
写
真
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

提
案
に
係
る
文
化
財
の
写
真

二

提
案
に
係
る
文
化
財
が
建
造
物
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
敷
地
及
び
位
置
並
び
に
当
該
敷
地
周
辺
の
状
況
を
示
す
図
面
（

通
常
望
見
で
き
る
外
観
の
範
囲
を
表
示
し
た
も
の
に
限
る
。
）

三

提
案
に
係
る
文
化
財
が
記
念
物
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
土
地
の
範
囲
を
示
す
図
面

四

提
案
者
が
所
有
者
以
外
の
者
で
あ
る
と
き
は
、
所
有
者
の
意
見
書

五

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
書
類
、
図
面
又
は
写
真



四
五
頁

第
三
章

文
化
財
保
存
活
用
支
援
団
体
の
指
定

（
文
化
財
保
存
活
用
支
援
団
体
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
法
人
に
準
ず
る
団
体
）

第
五
十
七
条

法
第
百
九
十
二
条
の
二
第
一
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
団
体
は
、
法
人
で
な
い
団
体
で
あ
っ
て
、
事
務
所

の
所
在
地
、
構
成
員
の
資
格
、
代
表
者
の
選
任
方
法
、
総
会
の
運
営
、
会
計
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
当
該
団
体
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
事
項
を
内
容
と
す
る
規
約
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
有
し
て
い
る
も
の
と
す
る
。

（
文
化
財
保
存
活
用
支
援
団
体
に
よ
る
文
化
財
の
登
録
の
提
案
の
要
請
）

第
五
十
八
条

法
第
百
九
十
二
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
文
化
財
の
登
録
の
提
案
を
す
る
よ
う
要
請
し
よ
う
と
す
る
文
化

財
保
存
活
用
支
援
団
体
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
認
定
市
町
村
の
教
育
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一

提
案
を
す
る
よ
う
要
請
す
る
文
化
財
の
名
称

二

提
案
を
す
る
よ
う
要
請
す
る
文
化
財
が
有
形
文
化
財
又
は
有
形
の
民
俗
文
化
財
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
員
数

三

提
案
を
す
る
よ
う
要
請
す
る
文
化
財
の
所
在
の
場
所
又
は
所
在
地

四

提
案
を
す
る
よ
う
要
請
す
る
文
化
財
の
所
有
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所



四
六
頁

五

提
案
の
要
請
の
理
由

六

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


